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1. 本編では、「日本光電工業」の企業サイトを題材にし
ます

2. 本日の講座では「IR情報」中心に、解説します



① 本日の練習台：

日本光電工業（株）

あとで実際に企業サイトに行ってみて下さい！



日本光電工業（株）の場合



【１】 まず、企業理念＝企業の「価値観」を確認しよう

【２】 次に、「IR情報」で業績を確認しよう

【３】 アニュアルレポート（統合報告書）を読んでみよう

【４】 有価証券報告書を読んで、「デキる就活生」になる



日本光電工業（株）の場合



【０】 事業内容を確認しよう

そもそも、作っているモノやサービスに興味が持てるかどうか。

「何をやっている会社か」を、確認しよう。

ここでは、「日本光電工業株式会社」をサンプルとします。

日本光電工業は医療機器のメーカーで、FILAの卒業生も

入社しています。



日本光電工業（株）の場合



【１】 企業理念＝企業の「価値観」を確認しよう

経営は、正解の無い世界です。

どうしても判断に迷ったときに、立ち戻る「軸」となるのが

企業理念＝その企業の価値観、です。

企業理念が社員に根付いている会社は、
◆勝負どころでブレない。
◆意思決定が速い。
◆組織の強さを存分に発揮できる。



日本光電工業（株）の場合



日本光電工業（株）の場合

※経営理念は、共感できるものか。
※この理念を社員に浸透させるためにやっている事は？



日本光電工業（株）の場合

※７つの基準を自分は
どう思うか。

※この基準を社員に浸
透させるためにやって
いる事は？
⇒「逆質問」のヒント



「経営理念」

「トップメッセージ」

「行動指針」・・のセクションは、

逆質問を考えやすい

Q）社員の豊かな生活のための具体的取り組みは？

Q）経営理念の浸透のために行っていることは？

Q）行動指針は日々、どのように確認しているのか？etc.



企業理念＝企業の「価値観」を確認したら：

① まず理解するべきこと：
◆ その企業が目指す／公に約束する価値観は何か？
「何を大切にしているか／したいと思っているか」
「自社がこの世に存在する意義は何だと考えているか」
※因みに、順天堂の学是は「仁」。思いやりや、いつくしみ。

             これが本学の価値観の根本。

② 社員を観て／話をして感じ取るべきこと：
◆ その会社の「経営理念」が一人ひとりに浸透しているか？

社員はその理念を行動で実践しているように見えるか？
HPに載せるお題目になっていないか？
（そういう会社も、実は多い）

③ 自分は、その会社の一員として働きたいと思うか？
なぜそう思うのか？ ＝「就活の軸」



【２】 「IR情報」で業績の「ツボ」を確認しよう

いくら理念が立派でも、業績が悪いと実現することが困難です。

業績が良いということは、多くのお客様が納得して対価を払って

くださる、ということです。

お客様に支持される企業が、存続や発展を許されます。

さもなくば、「退場」せざるをえないのが企業です。

したがって、業績のチェックは必ずしましょう。

面接で、聞かれることもありますよ。



◆「IR情報（株主・投資家情報）」とは？

Investor Relations（投資家向け広報）のこと。

企業が株主や投資家に向けて、経営状況や財務状況、業績に

関する情報を提供する活動のこと。

株式を公開している企業では、相当な力を入れて充実させる。

企業HPでは、「IR」「IR情報」というセクションにまとめられている。



◆「IR情報（株主・投資家情報）」とは？

株主さんは、自分の貯めたお金をいくらか、企業に投資します。

株主ではない皆さんは？

皆さんは、自分の貴重な人生の一部をその企業で過ごすかどうか

意思決定をします。それが「就活」です。

これは、株を買う事とは比較にならないくらい重要な投資ですね？

そう考えると、

IR情報を見ない就活など、ありえない！
と思う。



◆業績の「ツボ」 とりあえず３つ：

① 売上高の推移（何かがあって、大きく減っていないか？）

② 営業利益と営業利益率の推移（本業の儲けは順調か？）

③ 自己資本比率（自分のお金と借金のバランスは？）



トップページのタブから「株主・投資家情報」に入ってみる



メニューから、財務・業績情報＞業績ハイライトに入ってみる



過去５年間の売上高推移を見る

◆売上高はここ５年間、微増安定。

◆だいたい年商２２００億くらいの規模。



最重要なのは、営業利益率（本業の収益性）

◆営業利益は2023年３月期（＝2022年度）に約１００億円ダウンし横ばい。

◆営業利益とは、

売上高ー（原価やら人件費やらその商品を売るまでにかかった費用全部）＝本業の儲け。



当期純利益の推移も見る

◆2021年度（2022年3月期）の突出以外は170億円程度、2024年度は減少

⇒ここまでの数字を見た結果業績はまずまず堅調と思われる
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損益計算書の一例

（参考）売上高から当期純利益までの構造

（損益計算書 P/Lの例）



④ 販管費（販売費＋一般管理費）

・販売費：営業部門の人件費や交通費、商品の運搬費や

広告宣伝費、販売手数料など販売活動に掛かる経費

・一般管理費：オフィスの賃料や光熱費、管理部門の人件費

など販売に直接関係ない経費

⑥ 営業外費用

・営業活動以外の活動から経常的に発生する費用。

支払利息・社債利息・有価証券売却損・売上割引・為替差損・雑損失など

⑧ 特別損益

・突発的に本来の事業活動以外で発生した損益。地震や大雨などの

自然災害、資産の売却、盗難被害や前期の損益修正など



ところで、自己資本とかって、何？

⇒「貸借対照表（バランスシート、B/S）」の項目です

出典：GRABDET BLOG（（株）アイ・エス・アイソフトウェア）
https://info.isi-grp.co.jp/blog/grandit/balance-sheet-3points



今度は、自己資本比率を見てみましょう



◆自己資本比率（％）
＝自己資本／総資産X１００
＝全ての活動の何％を自前の資金 （借金でない）で

まかなっているか
＝高いほど経営が安定している

◆メーカーの場合は、３０～４０％あれば安定
していると言われます。
この会社は７０％水準なので、非常に安定。

日本光電工業は自己資本比率も高い水準。安定した財務状況です



【３】 統合報告書（アニュアルレポート）を読んでみよう

統合報告書（Annual Report）は、企業が株主への情報として

年1回発行する「自己PRレポート」です。

自社の戦略や長所をわかりやすく解説してアピールしますが、

もちろん虚偽は書きません。

ESで「自己PR」を求めてくる企業自身の自己PRを、皆さんが

読んで評価してさしあげるのも、また一興です。



これも、IR情報の中にあります



統合報告書（アニュアルレポート）の特徴

◆本当は、これを熟読するだけでいい！

◆一般の投資家にもわかりやすいように、気を付けて

書かれています。各社広報・IR担当者の、腕の

見せどころです。

◆主な財務・業績のデータは、この中にもまとめて

記載されています。

◆企業のハイライト、歴史の紹介、SDGｓなど、

投資家への情報提供の話題が豊富です。



統合報告書の目次は、こんな感じ



【４】 有価証券報告書で、差をつける！

通称「ユーホウ（有報）」

法令により、株式会社が客観的に自社の実態を公開・説明する

「客観的な自己分析レポート」。その企業のトリビア情報も満載。

※社会人になったあとで転職を考えるときには、必ず熟読すべし。



これもIR情報の中にあります



古めかしい表紙ですね・・

◆これはPR用ではなく、

法律で発行が義務付け

られている報告書です。

◆正直に、丁寧に、

経営状況や将来の

リスクなどが細かく

記載されています。

◆就活生で有報まで

読む人は、少ないです。



平均年齢・勤続年数・給与、労働組合の状況なども書いてあります



経営方針や経営上の課題についても、詳しく記載があります



こういう↓記載を踏まえて「逆質問」を考えよう

（逆質問の例）

「有価証券報告書に、７つのグローバル共通価値基準が示されていました。

この基準は、御社の中でどのように策定されたのでしょうか？」

「有価証券報告書に、７つのグローバル共通価値基準に基づいて、医療への

やりがいと誇りを持てる組織風土を醸成する、とありました。そのために

特別に実施されている具体的な取り組みはありますか？」

⇒そこまで読んでくれているのか、と思わせよう。



事業のリスクも、企業自らが分析して開示します

⇒ここの記載も、逆質問の材料になる



※ 「IR情報」や財務データが掲載されていない企業の場合

・株式を公開していない企業は、「IR情報」がありません。

また、業績も開示していない企業があります。その場合は、

①企業グループの子会社の場合は、親会社のホームページを

参考として研究しましょう。

親会社の有価証券報告書があれば、そこに子会社の情報も記載されている場合があります。

②外資系企業や未上場会社の場合は、ホームページの

「about us」「XX（会社名）について」「企業情報」などを見ます。

どの企業も経営理念などは書いてあるものです。財務データも、売上高は書いてある場合が

あります。

③業績が非公開の企業は、説明会や選考の中で

「業績データを知る方法はありますか？」と聞くのもアリです。



（参考）押さえるべき主な指標の計算方法

◆営業利益率（％）

＝営業利益／売上高X１００＝本業の収益力

目安は業種により異なる。製造業では通常、１０％あれば優良

◆ROE（Return on Equity) 自己資本利益率（％）

＝当期純利益／自己資本X１００

目安は、１０～２０％あれば優良

◆自己資本比率（％）

＝自己資本／総資産X１００

＝全ての活動の何％を自前の資金（借金でない）でまかなっているか

目安は、２０～３０％で安定企業、７０％以上ならとても優良



おしまい


	超・入門　企業ホームページの見方�～企業研究を始めよう～
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41

